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生徒が歴史の場面を演じる授業の実践報告
―主体的な世界史学習をめざして―

地歴科　小田原健一

　高校の世界史（特に世界史 B）で取扱う内容は、時代、地域ともに実に広範囲に渡っている。し
かし、現行の学習指導要領によると、世界史 B の科目の性格について、「詳細で専門的な世界の歴
史を学ばせようとするものではない。世界の歴史への・興味・関心を引き出し、－（略）－生徒
の主体的な学習を通して歴史的思考力を培うことを目指した科目である。」とされている。現段階
では世界史 B の授業では未実施だが、昨年度から今年度にかけて、世界史 A と学校設定科目・応
用世界史（３年生世界史選択者の一部を対象）の授業で実践した生徒の主体的な学習を促すため
の試みを報告する。

< キーワード > 主体的な学習　興味・関心

1 　はじめに
　この 2 年ほど、授業中の生徒の様子が変わってきていると感じている。全体的な学力は以前と比べ
ると上昇傾向にあるが、板書事項の解説をしている時や歴史に関するエピソードを話している時に、
あまり興味・関心を引き出せていないという印象を持っているのだ。では、その生徒たちが授業に興
味・関心がないかというと決してそうではなく、授業の感想を書かせたり、小テストの作問をさせた
りすると、世界史が好きなことが伝わってきたり、工夫を凝らした問題を作成したりしてくれる。ま
た、大量のペットボトルキャップを使ってピラミッド作りに挑戦した時は、多くの生徒が生き生きと
活動していた。このような生徒たちの姿を見て、10年前に初任者研修で講師の方が話された言葉を思
い出した。それは概ね以下のような内容である。「小・中学校では、生徒が主体的に活動する社会科
の授業が実践されている。高校で、従来通りのトーク・アンド・チョークだけの授業を行うと、生徒
は授業への興味・関心を失っていく。高校の地歴・公民でも生徒が主体的に活動できる授業を取り入
れる必要がある。」正直なところ、当時はこの言葉の意味を理解できていなかった。だが、この 2 年
ほどの生徒の様子を見て、興味・関心を引き出し、生徒の期待に応えるためには、生徒が主体的に活
動できる場面を用意する必要があることを強く感じている。

2 　昨年度末の授業実践
　毎年、4 月の最初の授業で書かせている自己紹介カードの中に「今までの授業で一番印象に残って
いる授業は ?」という項目を設けている。そこに「中学校の社会で、自分たちが歴史上の人物になって、
演技をする授業が楽しかった。」と書いた生徒がいたのだが、この意見を参考に生徒が様々な方法で
歴史の場面を演じる授業を行うこととした。
　平成26年度は 2 年生の世界史 A の授業でこの授業を行った。本校では文系の生徒が 2 年次に日本
史・世界史の A 科目（ 2 単位）と B 科目（ 3 単位）を履修する。世界史 A の受講者は、日本史 B を
受講しており、大学入試も日本史 B で受験する「日本史選択者」である。当然、世界史より日本史
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が好き・得意という生徒が多く、トーク・アンド・チョークの授業には興味を示さない傾向が強かっ
たため、まずは世界史 A の授業での実施に踏み切ったのである。
　生徒に配布した授業案内は次の通りである。

2 年世界史A　授業予定

　 2学期残りの授業と 3学期最初の授業では、グループで調べた歴史の一場面を発表してもら
います。発表の形態は普通の発表ではなく、グループのメンバーで演じてもらいます。演じ方
は時代劇・ミュージカル・人形劇・紙芝居が基本です。この他にふさわしい演じ方があれば、
次回の授業までに提案してください。OKか検討します。なお、各グループとも脇役限定（例 :
商人A）で小田原を起用してもかまいません。
　提出物として紙芝居なら作品、その他は脚本を提出してもらいます。
　以下のように授業を進めます。

【 2・ 3組】
12月 5日（金）　　グループ決め
12月10日（水）　　グループ活動 1（場面、発表方法を決める）
12月12日（金）　　グループ活動 2
12月19日（金）　　グループ活動 3
　冬休み　　　　　無理のない範囲で構想を練る
3学期最初の授業　　　グループ活動 4
3学期 2回目の授業　　グループ活動 5
3学期 3回目の授業　　発表

【 4組】
12月 9日（火）　　グループ決め
12月11日（木）　　グループ活動 1（場面、発表方法を決める）
12月16日（火）　　グループ活動 2
　冬休み　　　　　無理のない範囲で構想を練る
3学期最初の授業　　　グループ活動 3
3学期 2回目の授業　　グループ活動 4
3学期 3回目の授業　　グループ活動 5
3学期 4回目の授業　　発表

これに基づいて、準備・発表を行い、全ての班の発表後に以下のアンケートをとった。

1 　最も良かった班は ?
2 　 1 を選んだ理由は ?
3 　自分たちの発表準備を振り返って（楽しかった点、反省点など）
4 　自分たちの発表を振り返って（良かった点、反省点など）
5 　準備と発表をとおして世界史への興味は高まりましたか ?
　　とても　　ある程度　　変わらない　　低くなった
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6 　 5 を選んだ理由は ?
7 　準備と発表をとおして世界史の学力は高まると思いますか ?
　　とても　　ある程度　　変わらない　　低くなる
8 　 7 を選んだ理由は ?
9 　その他、ご自由に

　このアンケートの質問 5 ・ 7 の集計結果を次の表に示す。

表　アンケート結果

とても ある程度 変わらない 低くなった（なる）
質問 5 : 興味 17人（34％） 30人（60％） 3 人（ 6 ％） 0 人
質問 7 : 学力 23人（46％） 21人（42％） 6 人（12％） 0 人

　この結果から、生徒が自ら歴史の場面を表現する授業で、興味・関心を引き出すことができ、さら
には学力向上へも成果があったと判断できる。また、私はアンケート実施前、興味・関心を引き出す
ことはできても、学力向上に結びつけられるかについては、一抹の不安を感じていた。しかし、アン
ケート結果によると生徒たちは自分たちの活動を興味・関心を持つという側面よりも、むしろ学力向
上という側面に結びつけていたことがわかった。
　以下に質問 6 ・ 8 に対する生徒の回答の事例を示す。

質問 6 （興味についての理由）への回答
・教科書通りのことだけじゃなくて、視点を変えて見れるので、興味がわきました。
・香辛料について授業ではさらりとしか触れていなかったけど、1 つ 1 つの歴史を知る良い時間で、

とても価値のあるものだった。
・自分で調べることが楽しくて、もっといろんなことを調べてみたいと思った。
・みんなで一つのものをつくるために協力し合い、同じものを目指すと一人でやるより何倍も楽し

かったし、頑張れた。楽しみながらも、ノート・教科書・本などいろいろな教材をしっかり見て復
習できた。楽しく学べたので、他の単元もまた見たくなった。ストーリー性があるものが多いので、
世界史は面白い。

・他の班の発表を見ることで、知らなかったことを知れたりすることができるので、もっと知りたい
と思う。

・劇として発表しようとすると、この人は何をやってとか、どんな性格なのかとか調べることが必要
だから興味は高くなった。

質問 8 （学力向上についての理由）への回答
・それぞれの班でバラバラなことを調べるので、より一層学べる。
・一部では知識が深まるとは重いますが、それが学力につながるかは微妙だなと思いました。
・ストーリーを作ることによって、情報をたくさん得ることになり、より多くの知識が増えました。

よって学力は高まると思います。
・正確なものを伝えようとするため、みんなで教科書などを見て復習するので、学力が高くなると思います。
・準備と発表を通して楽しく覚えることができると思ったから。
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・興味が持てれば好きになって、勉強しようという気持ちになるから。
・普段、教科書やノートの文字から想像しないといけないけど、劇や芝居とかをやるとイメージもで

きるし、印象にも残るから高まると思う。

　これらの回答から生徒たちは準備、発表、さらには他の班の発表を通して、世界史に対する興味・
関心を高め、そこから学力向上につながると捉えていたことが伺える。アンケートでは学力について特
に定義をしていないため、生徒によっては学力を試験で点を取るための力と認識したり、広い意味での
学力と認識したりとずれが生じていたことは否定できないが、この点については現段階では特にこだわ
る必要はないと思っている。また、他の記述欄では次のような生徒の意見・感想が参考になった。

・楽しかったのは準備です。休日集まってわいわいしながらやりました。皆が協力してくれたので、
さくさく進みました。

　この感想を書いた生徒の班はフランス革命について人形劇で表現をしたが、脚本も史実に沿ってしっ
かり構成されていたうえ、イラストも上手に描けており、他の多くの生徒が最もよかった班に選んでい
た。休日に個人で図書館に行くことは期待していたし、実際に行った生徒もいた。しかし、休日に家に
集まってまで活動してくれるとは思っていなかったので、発表内容以上に取り組み方に驚かされた。な
お、地歴科の学習指導要領では、改善の基本方針の一つに「-（略）- 国際社会で主体的に生きるととも
に、持続可能な社会の実現を目指すなど、公共的な事柄に自ら参画していく資質や能力を育成するこ
とを重視する -（略）-」と記されている。また私自身も、どの科目であろうと「社会」の授業であるか
らには、単に大学入試に対応できる学力を身につけさせるだけでなく、家庭・職場・地域など社会の様々
な場所で活躍するためのコミュニケーション能力、思考力、粘り強さなどを授業の中で育てたいと考え
ている。このような資質や能力は教員主導の授業だけで育成するのは困難であるため、班の生徒たち
が協力して、一つの作品を完成させるという体験は有意義であったと思っている。

・先生が単元を一つ決めて、その単元を自分たちの解釈で、それぞれのグループが発表してみるのも
面白そう。

　この感想を書いた生徒も先ほどの生徒と同じ班に属していた。この生徒のように全ての班が共通の
単元を発表したら面白そうと書いた生徒はもう一人いた。逆に自由に選べて良かったという生徒もい
るが、多くの班が場面設定に時間がかかってしまい、その点を反省点にあげている生徒もいたので、
前者の意見も今後の授業では参考にしていきたい。
　また、アメリカの人種差別について、芝居で発表した班は日本語と英語の両方で台詞を話すという
試みを自主的に行った。この発表は今年度の実践で参考にしているので、後ほど紹介させていただく。

3 　今年度の授業実践
　昨年度の授業が終わった後、他の教員から「A 科目だけでなく、B 科目でも同じような取り組みを
し、学力向上につながることを示すことができれば、このような取り組みがもっと広まるのではない
か。」とアドバイスをもらった。今年度、2 年生で世界史 B を担当することになった当初は 2 年生・
世界史 B での実施を検討したが、授業の進度を考えると、実施はまだ困難と判断した。
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　本校では 3 年生の文系 3 クラスのうち、1 クラス（私立文系大学などへの進学希望者を対象とした
クラス）の生徒を対象として地歴科に学校設定科目「応用日本史」・「応用世界史」を開講している。
つまり、このクラスの世界史選択の生徒たちは世界史 B（ 5 単位）に加え、応用世界史（ 2 単位）を
履修することになる。従来から、この応用世界史では、調べ学習、模擬授業、生徒による問題解説な
ど生徒主体の取り組みを行ってきたが、今年度はここで、歴史の場面を演じる授業の実施を検討した。
そして、受験を控えた生徒たちであるので不安がないわけではなかったが、昨年度から意欲的に授業
に取り組んでくれていたこともあり、実施するに至った。
生徒への案内は次の通りである。

応用世界史　授業予定

　 1学期残りの授業と 2学期最初の授業では、グループで調べた歴史の一場面を発表してもら
います。発表の形態は普通の発表ではなく、グループのメンバーで演じてもらいます。演じ方
は時代劇・ミュージカル・人形劇・紙芝居が基本です。この他にふさわしい演じ方があれば、
次回の授業までに提案してください。なお、各グループとも脇役限定（例 : 中小農民A）で小
田原を起用してもかまいません。
　スケッチブック、画用紙、マジック、割り箸（人形劇用）は小田原が用意します。
　提出物として全グループに告知ポスター、紙芝居のグループなら作品、その他のグループは
脚本を提出してもらいます。

7月14日（火）　　グループ、発表方法、場面決め
7月15日（水）　　グループ活動 1
7月22日（水）　　グループ活動 2
　夏休み　　　　　無理のない範囲で構想を練る
9月 1日（火）　　グループ活動 3　　 9月 2日（水）　　グループ活動 4
9月 8日（火）　　グループ活動 5　　 9月 9日（水）　　グループ活動 6
9月15日（火）　　グループ活動 7　　 9月16日（水）　　発表

次の各写真は発表準備中の生徒の活動や、発表の様子である。
発表準備の様子
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発表の様子

 （人形劇による発表 1 ） （人形劇による発表 2 ）

 （芝居による発表）

　なお、各班の発表テーマと方法は次の表の通りである。

表　発表テーマと方法
発表テーマ 方法

A 班 『ハムレット』 人形劇
B 班 エリザベス 1 世とフェリペ 2 世

（イギリス・スペインの外交関係） 人形劇と芝居
C 班 カエサルの人間関係 芝居
D 班 フリードリヒ 2 世と

愉快な仲間たち 人形劇

E 班 『レ・ミゼラブル』 人形劇と演奏
（ミュージカル風）
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　全てのグループの発表後、昨年度と同様のアンケートを実施したので、その結果を次の表に示す。

表　アンケート結果
とても ある程度 変わらない 低くなった（なる）

質問 5 : 興味 10人（41.7％） 12人（50.0％） 2 人（ 8.3％） 0 人
質問 7 : 学力 6 人（25.0％） 15人（62.5％） 3 人（12.5％） 0 人

　昨年度の結果と比べると、興味・関心を引き出すことには成功しているが、学力向上への成果は不
十分だったと言わざるを得ない。
　次に質問 6 ・ 8 に対する生徒の主な回答を紹介する。

質問 6 （興味についての理由）への回答
・映画とか舞台も世界史で習う時代背景が分かったら、もっと楽しめると思ったから。
・授業でやったところもやらなかったところも、劇などを通して見ると面白いと思えるのでもっと世

界史を知りたいと思ったからです。
・発表のために、いろんな資料を見て調べていくうちに、自分の知らなかったことをたくさん知るこ

とができたから。もっといろんなことを知りたいと思った。
・私たちが今学んでいる歴史は大ざっぱに戦いの名前や人物などの表面上でしか、習わないので、一

人一人物語があって、もっと知りたいと思いました。
・他の班の発表を見て、もっと詳しく知りたいなと思いました。これを機にもっと世界史を勉強した

いと思いました。
・図説の面白さに気づいた。

質問 8 （学力向上についての理由）への回答
・私たちの班は一つの物語の中のお話を発表したので、そこまでだけど、他の班は学習したところを

発表していたので、とても勉強になりました。
・深いところまで調べるから、一つのことに関しては詳しくなる。
・自分たちの力でやると身につきやすいと思うから。そして、楽しくて好きになれるかもしれないから。
・お面作成チームと台本チームに分かれて準備したので、台本チームの学力は高まるかもしれません

が、お面作成チームは絵を描くだけだったので、変わらないと思ったからです。
・絵を描くことに集中していたから。
・教科書で読むのとは全然違うから、劇や紙芝居の方が親しみやすいし、インパクトがあるから覚えやすい。
　質問 6 への回答から、生徒たちは発表準備を通して、今まで知らなかったことを知り、さらに多く
のことを知りたいと興味・関心を高めていたことがわかった。

　また、質問 8 への回答から、この授業が抱える課題も見えてきた。一つは今回、文学作品をテーマ
としたことである。文化史は多くの生徒が敬遠していたり、苦手としたりしている。私も通常の授業
では、できる限り写真や映像を見せて、興味・関心を引き出そうとしているが、十分な成果があがっ
ているわけではない。そこで、文学作品をテーマにすることも勧めていたが、結果は、その作品につ
いて調べることが中心になってしまった。質問 8 の一つ目の回答（・・・一つの物語の中のお話を発
表したので、そこまでだけど・・・）は、『ハムレット』を演じた班の生徒の意見である。一方で、
質問 6 の一つ目の回答（映画とか舞台も世界史で習う時代背景が分かったら、もっと楽しめると思っ
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たから）は、『レ・ミゼラブル』を演じた班の生徒の意見である。これは原作や映画の中で、19世紀
前半（七月革命から二月革命にかけて）のフランスの時代背景が色濃く表現されていたために、作品
の内容以外にも調べる対象があったためと考えられる。二つの班の発表から、文学作品をテーマとす
る場合は、その作品だけの発表にならないように初めに注意を促す必要があることがわかった。そし
て、二つ目の課題は準備段階における役割分担である。質問 8 の 4 つ目の回答（・・・台本チームの
学力は高まるかもしれませんが、お面作成チームは絵を描くだけだから、変わらないと思った・・・）
はカエサルをお面付きの芝居で演じた班の生徒の意見であり、5 つ目の回答はエリザベス 1 世とフェ
リペ 2 世を人形劇で演じた班の生徒の意見である。もちろん、準備時間が限られている中で、役割分
担した方が効率はよい。ただ役割分担の結果、絵を描くという作業中心になってしまう生徒もいたの
だ。実は昨年度この授業の企画をしている途中段階では、絵を描くといった作業の時間中心にならな
いよう表現方法は芝居のみにしようと考えていた。しかし、高校生ともなると照れたり、恥ずかしがっ
たりすることもあるかと思い、紙芝居や人形劇も方法として取り入れた。その結果、あまり照れずに
発表できるうえ、発表中に脚本を見ることができるので、見ている生徒に伝わりやすいという思わぬ
メリットもあった。ただ、今回の生徒の意見からも準備段階のあり方については改善する必要がある。
現在、改善策として検討しているのは、1 ・各班のメンバーを 4 ないし 5 人以内として全員で脚本作
りをするように指導する、2 ・表現方法を芝居のみとし、プラカードで配役を示すなどである。
　ところで、発表当日は愛知教育大学の教職大学院で学ぶ大学院生 4 名が授業見学に来ており、授業
が終わった後で、その大学院生たちと意見交換の場を持った。そこで、一人の大学院生から「この授
業の評価はどうされるのですか ?」という質問があった。評価については、昨年度から準備段階の取
り組み方と提出された脚本をそれぞれ A・B・C と三段階で評価をつけ、この三段階の評価を学期末
の評価に組み入れていた。ただ、多くの生徒は前向きに取り組んでくれるので、評価に大きな差はつ
けられなかった。私はそれでも良いと考えていたのだが、大学院生の質問を受けてから、それなりの
授業時間をかけて活動するからには、より明確で客観的な評価基準を設けた上で、教科の内規上許さ
れる範囲で学期末の評価に組み込む必要があると感じている。

4 　今後の取り組み
　今年度は 2 学期末から 3 学期初めにかけて、2 年生の世界史 A でも歴史の場面を演じる授業を進
めている。生徒への案内は今までとほぼ同様のものを配っているが、ここではテーマを文学作品以外
とし、5 人以内の班編制で全員が台本作りに携わるよう指導している。ただ、芝居以外の方法だと、
どうしても絵を描く作業時間が長くなる傾向にある。また本校はオーストラリアのメルボルンにある
アイバンホー・グラマースクールと提携し、交換留学を行っているが、ちょうど 1 クラスが留学生の
受け入れ期間に発表をする予定であった。そこで昨年度、日本語と英語を織り交ぜて芝居で発表をし
た班の発表を撮影した動画を見せ、留学生にも伝えられるように英語での発表を呼びかけてみた。実
際は 2 つの班が英語での発表を行い、アンケートの分析は未実施だが、生徒の話を聞くと留学生にも
伝わっていたようである。
　この英語での発表を見ていて、英語科の教員と連携すれば、より英語での発表を充実させられると
感じた。また、文学作品の発表をさせるのであれば、国語科の教員と連携するのも一つの方法であろう。

（今年度の応用世界史の授業では国語科の教員との連携を模索していたが、実現には至らなかった。）
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5 　まとめ
　現段階で歴史の場面を演じる授業は、発表テーマの選ばせ方、発表準備のさせ方、評価方法など解
決すべき課題を抱えている。しかし、英語での発表や、文学作品の発表などについては教科間の連携
で指導ができれば、さらに興味・関心を高めていける可能性は大いにある。そして、何より生徒は自
分たちで考えを出し合い、試行錯誤しながら準備を進めてくれる。その過程には、普段の授業とは違っ
た楽しさがあり、休日に班員の家に集まって準備をしたり、授業後も残って劇や歌の練習をしたりす
る積極性につながったはずである。いつくかの課題を解消していけば、興味・関心を高めるだけでな
く、学力向上にもつなげることのできる授業が構築でき、世界史 B での実践も可能になると考えて
いる。

6 　参考文献
文部科学省（2010）　『高等学校学習指導要領解説　地理歴史編』　教育出版
小田原健一（2015）　世界史 A 授業の実践報告　－「世界史離れ」を防ぐための試み－本校研究紀要
第39号、pp.21-25



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




